
私たちの健康を
守る・支える

社会の
健康を

守る・支える

地球の
健康を

守る・支える

「共生社会」の実現

ユニ・チャーム プリンシプ
ル

2050年 「共生社会」の実現

2050年までに 
想定される社会像

高齢社会の加速 女性の社会進出が常態化
ダイバーシティの進展、 

概念の拡張

AIなど 
IoT技術の進化

異常気象、新型疾病などにより 
社会が不安定化

サーキュラーエコノミー 
の浸透

アフリカの時代が 
到来

資源需給の変化による 
サプライチェーンの崩壊／再構築

世界的な人口動態の変化

上記を踏まえ、社会と 
企業の側面から定めた 
「2030年のありたい姿」

【社会】
個人・社会・地球環境の健康が 

バランスよく保たれている「共生社会」

【ユニ・チャーム】
全世界のすべての生活者とペットが、心身・社会・地球の 

健康を実感できる社会インフラを提供する企業

「2030年のありたい姿」と 
現実のギャップを埋める 
ために必要なアプローチ

全世界への進出
商品・サービスの 
進化・深化

パーソナライズ化
サーキュラー 
エコノミー

【中長期ESG目標】　Kyo-sei Life Vision 2030 2-6,3-1,3-2,3-3

サステナビリティ推進体制  
　当社のサステナビリティ関連の諸活動は、社長執行役員が委員長、ESG本部
が事務局を務めるESG委員会が全体の管理・監督を行っています。ESG委員会
には、取締役や執行役員といった経営層、各部門と連結子会社の責任者が委員
として出席し、年に4回開催しています。ESG委員会では、サステナビリティ全般
に関する方針、活動内容について審議・決定し、進捗状況をモニタリングしてい
ます。ESG委員会での審議・決定事項については、年に1回以上取締役会に報
告する体制をとっており、「Kyo-sei Life Vision 2030」の策定・推進もこの体
制の下で行っています。

P.8   サステナビリティ推進体制

価値創造における中長期ESG目標 

「Kyo-sei Life Vision 2030」の位置づけ  
　ユニ・チャームは、「事業活動を通じて社会課題を解決し『共生社会』の実現
に貢献する」ことで、持続的な成長を継続しています。「社会課題＝社会の困り
ごと」を解決することを「価値創造モデル」の中核とし、世界中の国・地域で活動
する多様性にあふれた社員一人ひとりが主体的に考え・行動すべく、2020年10

月に中長期ESG目標「Kyo-sei Life Vision 2030 ～For a Diverse, Inclusive, 

and Sustainable World～」を公表しました。
　「Kyo-sei Life Vision 2030」は、当社が価値創造を行う上で欠かせない絶
対価値の追求に向けた指標・目標であり、事業活動を通じて環境問題や社会課
題を解決し、消費者や地域社会への貢献を促進するものです。

「共生社会」の実現に必要なアプローチを踏まえて特定した重要取り組みテーマ  
　「Kyo-sei Life Vision 2030」の策定にあたり、「共生社会」が2050年に実現されると仮定し、現実とのギャップ
を埋めるために当社がとるべきアプローチをバックキャストで抽出しました。
　まず、2030年までに全世界の赤ちゃんからお年寄りまですべての生活者とペットが心身・社会・地球の健康を
実感できる社会インフラを提供する企業へと当社が成長することを前提として発想した場合、パーソナライズ化
に対応したマーケティングの展開や、商品・サービスをより進化・深化させ全世界で事業展開を行えるようにな
るなどの、大きな変革が必要です。また、地球環境を守りつつ経済的な成長を持続するには、サーキュラーエコノ
ミーを加速させなければなりません。
　このようなアプローチを経て、積極的に解決しなければならない重要課題を20項目抽出し、取り組むべき事柄
の親和性などで4つの分野に整理しました。4つの分野・20の重要取り組みテーマのそれぞれで、絶対価値を追
求する視点に基づいて指標・目標を設定しています。
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【中長期ESG目標】　Kyo-sei Life Vision 2030

多くの文献ソースから、当社の価値創造に関
わりがある社会課題等を513項目抽出し、4つ
の絞り込みの視点*を踏まえ、44項目に整理。
（ISO26000・GRI・SDGs・FTSE・MSCI・DJSI 他）

課題の抽出1

自社視点の評価を行うため、取締役、執行
役員、本部長、関係会社社長以下マネー
ジャーまでの約900名にサーベイを実施。

自社視点評価の実施2

社外（ステークホルダー）視点の重要度評
価を行うため、56団体にサーベイへの参
画を依頼し、32団体より回答を受領。

社外視点評価の実施3

「執行役員SDGs勉強会」を実施した後、
「執行役員ワークショップ」を開催し、
2050年に想定される社会像や目指すべ
き方向性について意見を収集。

執行役員とのワークショップ4

マーケティング部門および開発部門との討議5

1 ESG調査機関および他社ベンチマーク調査の実施

2 各ブランド戦略の方向性との照合

3 本部長・部長クラスとの意見交換の実施

4 指標・目標初期案の作成

2030年のありたい姿と必要なアプローチ
をまとめ、重要課題を特定し、ESG委員会
にて承認。

重要課題の特定5

指標および目標値の確定6

ESG委員会にて承認7

2
PhasePhase

1 重要課題の特定 重要課題に紐づいた指標および
目標値の策定

* ①ユニ・チャームのありたい姿　②ユニ・チャームの現状　
   ③国内外の社会動向　④他社の動向

重要課題マトリックス

私たちの健康を守る・支える

社会の健康を守る・支える

地球の健康を守る・支える

ユニ・チャーム プリンシプル

優れた人材の育成・能力開発

ダイバーシティマネジメントの推進

気候変動への対応
 温室効果ガスの排出削減・
 最適なエネルギー利用の拡大

持続可能性を念頭においた経営

リサイクルモデルの拡大

顧客満足度の
向上

性別や性的指向等により
活躍が制限されない社会への貢献

衛生環境の向上

商品のリサイクル推進

プラスチック使用量の削減

職場の健康と労働安全システムの構築

（重要度）
低い 高い

高い

健康寿命延伸を含めた
QOL向上 NOLA & DOLAを実現する

イノベーション

生物多様性への配慮

環境配慮型商品の開発

パートナー・アニマル
（ペット）との共生育児生活の向上

安心な商品の供給

持続可能性に考慮した
バリューチェーンの構築
（持続可能な原材料調達）

持続可能な
ライフスタイルの実践

適切なコーポレート・ガバナンスの実践
（コンプライアンスの徹底）

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
要
度

ユニ・チャームグループの重要度

策定プロセス  

重要課題マトリックス

私たちの健康を守る・支える

社会の健康を守る・支える

地球の健康を守る・支える

ユニ・チャーム プリンシプル

優れた人材の育成・能力開発

ダイバーシティマネジメントの推進

気候変動対応
 温室効果ガスの排出量削減・
 最適なエネルギー利用の拡大

持続可能性を念頭においた経営

リサイクルモデルの拡大

顧客満足度の
向上

性別や性的指向等により
活躍が制限されない社会への貢献

衛生環境の向上

商品のリサイクル推進

プラスチック使用量の削減

職場の健康と労働安全システムの構築

（重要度）
低い 高い

高い

健康寿命延伸／
QOL向上 「NOLA & DOLA」を実現する

イノベーション

生物多様性への配慮

環境配慮型商品の開発

ペットとの共生育児生活の向上

安心な商品の供給

持続可能性に考慮した
バリューチェーンの構築
（持続可能な原材料調達）

持続可能な
ライフスタイルの実践

適切なコーポレート・ガバナンスの実践
（コンプライアンスの徹底）

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
要
度

ユニ・チャームグループの重要度

重要課題マトリックス

私たちの健康を守る・支える

社会の健康を守る・支える

地球の健康を守る・支える

ユニ・チャーム プリンシプル

優れた人材の育成・能力開発

ダイバーシティマネジメントの推進

気候変動への対応
 温室効果ガスの排出削減・
 最適なエネルギー利用の拡大

持続可能性を念頭においた経営

リサイクルモデルの拡大

顧客満足度の
向上

性別や性的指向等により
活躍が制限されない社会への貢献

衛生環境の向上

商品のリサイクル推進

プラスチック使用量の削減

職場の健康と労働安全システムの構築

（重要度）
低い 高い

高い

健康寿命延伸を含めた
QOL向上 NOLA & DOLAを実現する

イノベーション

生物多様性への配慮

環境配慮型商品の開発

パートナー・アニマル
（ペット）との共生育児生活の向上

安心な商品の供給

持続可能性に考慮した
バリューチェーンの構築
（持続可能な原材料調達）

持続可能な
ライフスタイルの実践

適切なコーポレート・ガバナンスの実践
（コンプライアンスの徹底）

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
重
要
度

ユニ・チャームグループの重要度
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【中長期ESG目標】　Kyo-sei Life Vision 2030

重要取り組みテーマ

すべての人が「自分らしさ」を実感し、日々の暮らしを楽しむことができる社会の実現に貢献する商品・サービスの展開を目指します。

私たちの健康を守る・支える私たちの健康を守る・支える

基本的な考え方・方針

　ユニ・チャームは、コーポレート・ブランド・エッセンスに「Love Your Possibilities」を掲げ、世界中のあらゆる生活者が「自分らしく」暮らし続けられる社会の実現に貢献する商品・サービスの
提供を目指しています。開発の各段階において、安全性や品質面はもちろん、付加価値向上や環境負荷低減など、さまざまな観点から社内基準を設定し、その基準を満たさない限り次の段階へは
進めないようにしています。なお、現在発売されているすべての商品は、このような社内基準をクリアしています。
　以上のような仕組みの運用を継続することで、「私たちの健康を守る・支える」商品・サービスの展開比率100%を継続することが重要だと考えています。

重要取り組み
テーマ 指標

実績
2024年度の主な取り組み

中長期目標
貢献するSDGs

2022年度 2023年度 2024年度 目標値 目標年

健康寿命延伸／ 
QOL向上

どのような時も、誰もが“自分らしさ”を実感して暮らすことのできる社会の
実現に貢献する商品・サービスの展開比率。

100%継続 100%継続 100%継続
P.63  【インドネシア】『Lifree Anti Bocor』
P.63   【日本】『ライフリー 夜用あんしんパンツ』
P.72   お客様に役立つ情報とサービスの提供

100% 2030年       

性別や性的指向等
により活躍が制限
されない社会への
貢献

世界中すべての人が、性別や性的指向等によって制限を受けることなく活
躍できる社会の実現に貢献する商品・サービスの展開比率（一部の国・ 

地域において残る女性への差別解消に貢献する商品・サービスの展開を
含む）。

100%継続 100%継続 100%継続
P.104   【健康】 #NoBagForMe

P.105   【健康】初潮教育・月経教育
P.106   【地域貢献】女性の経済的自立支援

100% 2030年       

   

ペットとの共生 ペットが、家族はもちろん、地域に暮らす人々から歓迎される社会の実現
に貢献する商品・サービスの展開比率。

100%継続 100%継続 100%継続
P.63   【日本】『デオトイレ 脱臭ファン＋（プラス）』
P.63   【日本】『デオシート 消臭ラボ トイレシステム』
P.63   【日本】『デオシート キレイパッド』

100% 2030年       

  

育児生活の向上 赤ちゃんと家族が、すこやかに、かつ、ほがらかに暮らすことのできる社会
の実現に貢献する商品・サービスの展開比率。

100%継続 100%継続 100%継続
P.62   【韓国】『MamyPoko Sweat-Free Comfy Night Pants』
P.62  【インドネシア】 

 『MamyPoko Pants Skin Comfort All in 1 Skin Care』
100% 2030年       

 

衛生環境の向上 一人ひとりの努力で、予防可能な感染症（接触感染、飛沫感染）を抑制す
る活動に貢献する商品・サービスの展開比率。

100%継続 100%継続 100%継続 P.62   【ベトナム】『Bobby ANTIMOS Wipes』 100% 2030年       
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【中長期ESG目標】　Kyo-sei Life Vision 2030

重要取り組みテーマ

提供する商品・サービスを通じて、お客様の安全・安心・満足の向上と、社会課題の解決や持続可能性への貢献の両立を目指します。

社会の健康を守る・支える社会の健康を守る・支える

基本的な考え方・方針

　ユニ・チャームは、事業展開の持続可能性を求めるならば、その事業を展開する社会そのものの持続可能性が確保されていなければならないと考えています。このため、当社はすべてのステーク
ホルダーとの“共生”を第一に考え、細やかなコミュニケーションによる双方向での理解促進と連携を重視しています。当社が目指す高水準な品質や安全性、自然環境保全などに向けた理念やアク
ションプランをすべてのステークホルダーと共有し、緊密な協力体制を構築することで、事業展開を通じた社会課題の解決をより強力に推進することを目指しています。

重要取り組み
テーマ 指標

実績
2024年度の主な取り組み

中長期目標
貢献するSDGs

2022年度 2023年度 2024年度 目標値 目標年
「NOLA & DOLA」
を実現する 
イノベーション

さまざまな負担からの解放を促し、生きる楽しさに満足することに貢献 

する商品・サービスの展開比率。
100%継続 100%継続 100%継続 P.64   女性に寄り添うアプリや情報の提供 100% 2030年      

持続可能なライフ
スタイルの実践

持続可能性に貢献する社内基準「SDGs Theme Guideline」に適合した
商品・サービスの展開比率。

10.5% 5.9% 15.4% P.61   持続可能性に貢献する社内基準「SDGs Theme Guideline」 50% 2030年       

 

持続可能性に 
考慮したバリュー
チェーンの構築

環境・社会・人権の観点を踏まえ、地域経済に貢献する「地産地消」で 

調達した原材料を用いた商品・サービスの展開比率。
開発継続中 開発継続中 開発継続中

P.47   認証パルプ（PEFC・CoC認証）の拡大
P.48   広葉樹パルプの活用

倍増（2020 

年度比）
2030年       

     

顧客満足度の向上 消費者から支持を獲得している（＝No.1シェア）商品・サービスの比率。 24.0% 23.6% 23.1% P.70   お客様（消費者）に対する責任 50% 2030年   

安心な商品の供給 品質に関する新たな安全性の社内基準を設定し、認証を付与した商品の
比率。

100%継続 100%継続 100%継続 P.73   品質保証 100% 2030年   
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【中長期ESG目標】　Kyo-sei Life Vision 2030

重要取り組みテーマ

衛生的で便利な商品・サービスの提供と、地球環境をよりよくする活動への貢献の両立を目指します。

地球の健康を守る・支える地球の健康を守る・支える

基本的な考え方・方針

　ユニ・チャームは、事業展開の持続可能性を求める上で、その展開母体である地球環境の持続可能性を確保するための取り組みは、すべての企業の責務であると考えています。そのため、環境に
関連する目標を「Kyo-sei Life Vision 2030」および「環境目標2030」で定め、グループを挙げて着実に推進しています。なお、当社は不織布・吸収体の加工・成形技術の分野において世界最高 

水準の研究開発体制を誇り、環境負荷低減等の開発テーマに沿う商品の開発を積極的に推進しています。このような取り組みを通じて参入事業領域におけるイノベーションをリードしています。

重要取り組み
テーマ 指標

実績
2024年度の主な取り組み

中長期目標
貢献するSDGs

2022年度 2023年度 2024年度 目標値 目標年

環境配慮型商品の
開発

今までにないユニ・チャームらしい考え方で「3R+2R」を実践する商品・
サービスの展開件数。

2件 2件 5件 P.23   循環型社会の実現に向けたRefFプロジェクト 10件以上 2030年       

リサイクルモデルの
拡大 紙パンツ（紙おむつ）リサイクル設備の導入件数。 1件 1件 1件 P.23   循環型社会の実現に向けたRefFプロジェクト 10件以上 2030年       

 

気候変動対応 事業展開に用いるすべての電力に占める再生可能電力の比率。 11.0% 22.8% 25.8% P.39   再生可能電力への切り替え 100% 2030年       

商品のリサイクル 
推進 資源を循環利用した不織布素材商品のマテリアル・リサイクルの実施。 開発継続中 開発継続中 開発継続中

P.53   【日本】製品ロスの二次利用（紙砂®）
P.53   【ブラジル】製品ロスの再利用
P.53   【日本】カットロスの再利用

商業利用 

開始
2030年       

プラスチック使用量
の削減 プラスチックに占めるバージン石化由来プラスチックの比率。 開発継続中 開発継続中 開発継続中

P.26   包装材における取り組み
P.28   商品における取り組み

半減（2020 

年度比）
2030年      
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【中長期ESG目標】　Kyo-sei Life Vision 2030

重要取り組みテーマ

すべてのステークホルダーから信頼を得られるような公正で透明性の高い企業運営を目指します。

ユニ・チャーム プリンシプルユニ・チャーム プリンシプル

基本的な考え方・方針

　ユニ・チャームは、ステークホルダーとの信頼関係を維持・強化する上で、公正で透明性の高い経営が欠かせないと考えています。社是に掲げている「企業の成長発展、社員の幸福、及び社会的
責任の達成を一元化する正しい企業経営の推進に努める」を実践することを第一に考え、各種の社内規程や制度を構築・運用しています。また、変化が常態化した事業環境に適応するには、多様
性を重視した人材活用・育成が重要と考えており、社員一人ひとりが自分自身の成長と幸福を実感できる職場環境を整備することによって事業成長を加速します。

重要取り組み
テーマ 指標

実績
2024年度の主な取り組み

中長期目標
貢献するSDGs

2022年度 2023年度 2024年度 目標値 目標年

持続可能性を 
念頭においた経営

外部評価機関による評価レベルの維持・向上の推進。 ̶ ̶ ̶ P.153   外部評価 最高レベル
2026年度
から毎年       

      

   
バリューチェーンにおける重大な人権違反の発生件数。 1件（是正済み） 1件（是正済み） 発生ゼロ

P.79   ユニ・チャームグループの工場の人権リスク評価
P.100   サプライヤーの工場における人権リスクの評価

発生ゼロ 毎年

適切な 
コーポレート・ 
ガバナンスの実践

重大なコンプライアンス違反件数。 発生ゼロ 発生ゼロ 発生ゼロ P.123   重大なコンプライアンス違反への対応 発生ゼロ 毎年   

ダイバーシティ 
マネジメントの推進

女性社員にさまざまな機会を提供することによる管理職における女性社員
比率。

23.2% 24.7% 25.5% P.86   女性の活躍推進 30%以上 2030年     

優れた人材の 
育成・能力開発 社員意識調査の「仕事を通じた成長実感」における肯定的な回答の比率。 89.2% 88.7% 90.1% P.82   社員意識調査の実施 80%以上 2030年      

職場の健康と 
労働安全システム
の構築

心身ともに社員が健康で安心して働くことができる職場環境整備による心
身の不良を原因とした休職者の削減比率。

7名（日本） 9名（日本） 13名（日本） P.94   メンタルヘルス対策
半減（2020

年度比）
2030年     
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